
第118号
平成29年8月1日

野木町
議  会
だより

野木町
議  会
だより
議会新体制
　　　 はじまりました！

平成29年５月臨時会で正副議長改選！
議 会 人 事 の 改 選
議  案  の  審  議
シリーズ「議会のおしごと」
一 　 般 　 質 　 問
特集「政務活動費」
賛否の分かれた案件

②～③
④～⑥
⑦
⑧～⑯
⑰
⑱

・・・
・・・
・・・
・・・
・・・
・・・

ここが議長室かぁ

え!! 
のぎのんが議長なの？
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平
成
29
年
５
月
17
日
に
第
２
回
議
会
臨
時
会
を
開
催
し
、
正
副
議
長
の
選
挙
、
各
常
任
委
員
・

議
会
運
営
委
員
・
小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合
議
員
の
指
名
、
監
査
委
員
の
選
任
な
ど
、
議
会
人

事
の
改
選
を
行
な
い
、
野
木
町
議
会
の
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
第
２
回
臨
時
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
議
長
に
就
任
致

し
ま
し
た
鈴
木
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
身
に
余
る
光
栄
と
と
も
に
、
責
任
の
重
さ
を
痛
感
し
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
の
座
右
の
銘
は
、「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。

　
こ
の
格
言
の
真
意
は
、
一
途
に
先
例
を
踏
襲
す
べ
き
と
唱
え
て

い
る
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
や
伝
統
を
守
り
つ
つ
、
適
宜
見
直
し

を
積
み
重
ね
る
こ
と
と
理
解
し
ま
す
。

　
今
後
は
議
会
議
長
と
し
て
、
諸
先
輩
議
員
か
ら
受
け
継
い
だ
伝

統
、
な
か
ん
ず
く
信
頼
と
実
績
を
堅
持
し
、
議
会
基
本
条
例
の
検

証
や
こ
ど
も
議
会
の
開
催
、
予
算
・
決
算
審
議
方
法
の
検
証
等
、

時
流
に
沿
っ
た
議
会
運
営
を
推
し
進
め
る
所
存
で
す
。
　
　

　
安
全
・
安
心
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
と
共
に
、

生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
を
子
や
孫
の
世
代
へ
と
引
き
継
ぐ
べ
く
、「
人

を
育(

つ
く)

る
・
ま
ち
を
造(
つ
く)

る
・
未
来
を
創(

つ
く)

る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
議
長
職
を
全
う
し
て
い
く
覚
悟
で
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
議
会
に
対
す
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

野木町議会の新体制がスタート野木町議会の新体制がスタート

◆
議
長
就
任
あ
い
さ
つ
◆

鈴
木
孝
昌

す
ず

た
か

よ
し

き

【
議　

長
】

黒
川
　

広

く
ろ

か
わ　
　
　
　

ひ
ろ
し

【
副
議
長
】
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【後列】
【前列】　　　　　　 

総務経済

常任委員会

(定数７人 )

【後列】 
【前列】
      

文教民生

常任委員会

(定数７人 )

【後列】  
【前列】  

・小杉史朗  ・宮﨑美知子 ・柿沼　守 ・鈴木孝昌 ・舘野孝良
　　　　 ○折原勝夫  　　　　◎針谷武夫 

 ・野本新一 ・坂口進治 ・長澤晴男 ・眞瀬薫正 ・黒川　広
　　　　◎小泉良一  　　　 ○松本光司 
      

 ・小泉良一  ・針谷武夫 ・ 黒川　広 ・ 宮﨑美知子 
　　　　◎舘野孝良 　　　　　 ○眞瀬薫正  

議 会 運 営

委 員 会

（定数６人）

各
委
員
会
の
構
成
メ
ン
バ
Ｉ

　

小
山
市
、
下
野
市
、
上
三
川

町
、野
木
町
の
２
市
２
町
で
設

置
さ
れ
、ご
み
処
理
・
し
尿
処

理
を
共
同
処
理
す
る
事
務
組

合
の
議
会
議
員

 

・
黒 

川
　 

　
広  

議 

員

 

・
眞 

瀬
　
薫 

正  

議 

員

　

小
山
市
、栃
木
市
、下
野
市
、

壬
生
町
、
野
木
町
の
３
市
２

町
で
組
織
さ
れ
、
青
果
・
水

産
物
等
の
卸
売
市
場
の
設
置

及
び
管
理
運
営
に
関
す
る
事

務
を
共
同
処
理
す
る
事
務
組

合
の
議
会
議
員

 

・
小 

泉
　
良 

一  

議 

員

※

当
該
施
設
の
民
営
化
に
伴

い
、
平
成
29
年
９
月
30
日
を

も
っ
て
組
合
が
解
散
と
な
る

た
め
、
残
任
期
間
に
つ
い
て

留
任
。

　

例
月
出
納
検
査
や
決
算
監

査
な
ど
、
町
の
財
務
に
関
す

る
監
査
や
住
民
監
査
請
求
に

関
す
る
審
査
を
行
な
う
委
員

 

・
眞 

瀬
　
薫 

正  

議 

員

栃
木
県
南
公
設
地
方
卸
売

市
場
事
務
組
合
議
会
議
員

小
山
広
域
保
健
衛
生
組
合

議
会
議
員

野
木
町
監
査
委
員

（
◎
委
員
長
　
○
副
委
員
長
） 
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議案番号 賛成 ･ 反対 議決結果件 名

第 1 号 野木町中小企業・小規模企業の振興に関する条例の制定 賛成多数 可決

陳 情 賛成 ･ 反対 議決結果件 名

県立高等学校入学選抜で再募集実施を求める意見書採択・提出にかかわる陳情 賛成少数 不採択

第 ２ 号 野木町個人情報保護条例等の一部を改正する条例 全員賛成 可決

議案番号 賛成 ･ 反対 議決結果件 名

第 1 号 専決処分事項の承認を求めることについて 全員賛成 了承

野木町監査委員の選任につき同意を求めることについて 賛成多数 可決

第 ３ 号 野木町学童保育室条例の一部を改正する条例 全員賛成 可決

第 ４ 号 平成 29年度野木町一般会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決

第 ５ 号 平成 29年度野木町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決

第 ６ 号 平成 29年度野木町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決

第 ７ 号 業務委託に関する協定の締結（野木第二工業団地関連道路整備） 全員賛成 可決

第 ８ 号 栃木県後期高齢者医療広域連合規約の変更 全員賛成 可決

第 ９ 号 財産の貸付（県南卸売市場民営化による共有持分財産貸付） 全員賛成 可決

第 10 号 小山市への栃木県南地方卸売市場に関する事務の委託 全員賛成 可決

第 11 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 可決

第 12 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 可決

第 13 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 可決

第 14 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 可決

第 15 号 野木町中小企業・小規模企業の振興に関する条例の制定 全員賛成 可決

第 16 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 可決

第 17 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 可決

第 18 号 農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 可決

農業委員会委員の任命につき同意を求めることについて 全員賛成 可決

平成 29年度野木町一般会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決

平成 29年度野木町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 全員賛成 可決

契約の締結（野木中学校屋内運動場天井等改修工事） 全員賛成 可決

平成29年6月定例会（６月７日～14日）の議案審議結果
条例の制定や平成29年度一般会計補正予算などを議決しました。

平成29年5月臨時会（５月17日）の議案審議結果
専決処分の承認および監査委員の選任同意を審議しました。

追加議案
第 1 号
追加議案
第 ２ 号
追加議案
第 ３ 号

陳 情
第 １ 号

追加議案
第 １ 号

第 19 号

※議案第11号から第19号までは１件１名で９名の委員の選任を取り扱うため、個別の案件として審議しました。
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中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の
振
興
に

関
し
、
基
本
理
念
を
定
め
、
町
の
責
務
等

を
明
ら
か
に
す
る
と
共
に
、
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
の

基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
、
中
小
企
業

等
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に

推
進
す
る
た
め
、本
条
例
を
制
定
す
る
。

（
反
対
）

坂
口　

進
治　

議
員

　

野
木
町
の
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

に
と
っ
て
は
朗
報
と
い
え
る
条
例
で
あ

る
と
言
え
る
が
、
本
条
例
の
制
定
に
あ

た
り
、
町
の
企
業
の
実
態
調
査
を
行
っ

て
い
な
い
の
で
、
対
象
に
な
る
業
者
も

把
握
で
き
て
い
な
い
。

　

ま
し
て
運
用
に
つ
い
て
の
審
議
会
の

設
置
な
ど
の
計
画
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、

瑕
疵
の
あ
る
条
例
制
定
と
言
わ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
。

　

今
後
町
の
財
政
ひ
い
て
は
町
民
の
生

活
ま
で
関
わ
っ
て
く
る
案
件
で
す
。

県
ま
た
は
他
の
市
町
村
が
制
定
し
た
と

の
理
由
だ
け
で
は
町
民
の
納
得
が
得
ら

れ
る
と
は
思
わ
れ
ま
せ
ん
。

　

野
木
第
二
工
業
団
地
に
隣
接
す
る
町

道
（
関
連
道
路
）
の
整
備
に
あ
た
り
、
当

該
団
地
の
開
発
を
請
け
負
っ
て
い
る
県

土
地
開
発
公
社
へ
委
託
す
る
た
め
の
協

定
を
締
結
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

学
童
保
育
を
必
要
と
す
る
家
庭
の
増

加
に
伴
い
、
現
在
３
つ
あ
る
新
橋
学
童

保
育
室
に
新
た
に
新
橋
学
童
保
育
室
４

を
追
加
し
、
南
赤
塚
学
童
保
育
室
を
南

赤
塚
学
童
保
育
室
１
と
２
に
分
割
す
る

た
め
、本
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　

予
算
に
９
０
９
万
５
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
78
億
７
９
０
９
万
５
千
円
と

す
る
。

　

こ
れ
は
、
年
度
当
初
の
人
事
異
動
に

伴
う
嘱
託
員
等
人
件
費
の
組
み
換
え
、

お
よ
び
、
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
の
増
（
２
０
４
万
円
）
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

予
算
に
１
０
９
２
万
１
千
円
を
追
加

し
、
総
額
を
78
億
９
０
０
１
万
６
千
円

と
す
る
。

　

こ
れ
は
、
予
定
納
税
さ
れ
て
い
た
法

人
町
民
税
の
税
額
確
定
に
よ
り
発
生
し

た
町
税
還
付
金
及
び
還
付
加
算
金
の
増

（
９
８
５
万
円
）、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
増
（
１
０
７

万
円
）に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

※

こ
の
議
案
は
、
最
終
日
に
追
加
議
案

と
し
て
上
程
・
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

予
算
に
86
万
５
千
円
を
追
加
し
、
総

額
を
35
億
９
５
９
３
万
８
千
円
と
す

る
。

　

こ
れ
は
、
法
令
等
の
改
正
に
よ
り
前

期
高
齢
者
納
付
金
と
し
て
保
険
者
（
町
）

の
費
用
負
担
が
増
え
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
議
案
の
審
議

条
　
例
　
の
　
制
　
定

討
　
　
　
　
　
論

野
木
町
中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
振
興
に
関
す
る
条
例

本
会
議
に
お
い
て
審
議
し
た
議
案

条
例
の
一
部
改
正

補
　 

正
　 

予 

　
算

一 

般 

会 

計 （
第
１
号
）

一 

般 

会 

計 （
第
2
号
）

野
木
町
学
童
保
育
室
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
第
１
号
）

業
務
委
託
に
関
す
る
協
定
の

締
結
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予
算
に
２
０
３
万
５
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
６
６
８
４
万
４
千
円
と
す
る
。

　

こ
れ
は
、
川
西
地
区
中
継
ポ
ン
プ
場

の
緊
急
通
報
装
置
の
改
修
工
事
が
発
生

し
た
こ
と
に
よ
る
増
で
あ
る
。

　

予
算
に
１
０
６
万
７
千
円
を
追
加
し
、

総
額
を
６
７
９
１
万
１
千
円
と
す
る
。

　

こ
れ
は
、
補
正
第
１
号
に
よ
る
川
西

地
区
中
継
ポ
ン
プ
場
の
緊
急
通
報
装
置

の
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
追
加
工
事
が

発
生
し
た
こ
と
に
よ
る
増
で
あ
る
。

※

こ
の
議
案
は
、
最
終
日
に
追
加
議
案

と
し
て
上
程
・
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
公
立
高
等
学
校
の
選
抜
試
験
に

お
い
て
欠
員
補
充
の
た
め
の
再
募
集

（
二
次
募
集
）
実
施
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
も
の
。

（
賛
成
）

宮
﨑　

美
知
子　

議
員

　

陳
情
は
、
県
教
育
委
員
会
は
県
立
高

校
入
学
選
抜
で
定
員
割
れ
と
な
っ
た
場

合
、
定
員
を
満
た
す
た
め
の
再
募
集
を

実
施
し
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
だ
。

　
『
子
ど
も
の
貧
困
』
が
社
会
問
題
化
さ

れ
て
い
る
。家
庭
の
事
情
で
県
立
高
校

に
し
か
入
学
で
き
な
い
15
歳
は
県
内
で

も
少
な
く
な
い
。再
募
集
は
、『
教
育
の

機
会
均
等
』に
も
適
う
。

　

補
充
募
集
の
未
実
施
は
全
国
で
４

県
。未
実
施
の
理
由
と
し
て
県
教
育
委

は
、①
特
色
選
抜
、②
一
般
選
抜
、③
定

時
制
受
験
、④
通
信
制
受
験
の
受
験
機

会
を
十
分
に
与
え
て
い
る
と
の
強
い
認

識
が
あ
る
よ
う
だ
。然
し
、
特
色
選
抜
の

類
は
他
県
で
も
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
全

日
制
の
一
般
選
抜
と
定
時
制
受
験
等
を

一
人
の
生
徒
の
受
験
機
会
と
捉
え
る
こ

と
に
も
無
理
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
反
対
）

小
杉　

史
朗　

議
員

　

本
日
（
６
月
14
日
）
の
下
野
新
聞
に
よ

る
と
、
急
速
に
進
む
少
子
化
を
見
据
え
、

県
教
委
が
県
立
高
校
再
編
の
策
定
に
着

手
し
た
と
報
じ
て
い
る
。私
は
こ
の
対

応
を
高
く
評
価
す
る
。

　

さ
て
、
今
般
の
陳
情
の
骨
子
は
、
少
子

化
に
伴
い
定
員
割
れ
と
な
っ
た
高
校
は

二
次
募
集
を
か
け
て
も
残
す
べ
し
と
の

こ
と
だ
が
、
私
は
こ
の
考
え
方
に
は
賛

同
し
か
ね
る
。若
者
を
甘
や
か
す
だ
け

だ
か
ら
だ
。も
と
よ
り
、
高
等
教
育
は
生

徒
・
学
校
双
方
に
「
選
ぶ
権
利
」
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。だ
か
ら
入
試
が
存
在
す

る
。厳
し
い
入
試
、
厳
し
い
学
業
を
克
服

し
て
こ
そ
若
者
は
成
長
す
る
。

　

高
等
教
育
と
は
、
ま
さ
に
競
争
の
世

界
で
あ
り
、 

競
争
を
失
っ
た
高
校
は
淘

汰
さ
れ
て
も
仕
方
が
な
い
と
思
う
の
だ

が
い
か
が
か
。

文
教
民
生
常
任
委
員
会
へ
付
託

さ
れ
た
案
件
の
審
議

陳
　
　
　
　
　
情

討
　
　
　
　
　
論

討
　
　
　
　
　
論

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
１
号
）

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

（
第
２
号
）

県
立
高
等
学
校
入
学
選
抜
で

再
募
集
実
施
を
求
め
る
意
見

書
採
択
・
提
出
に
か
か
わ
る

陳
情

平成29年度議会報告会を開催します
　本年度は10月29日（日）役場新館２階大会議室で開催致します。
　毎年、多くの皆様にご参加いただき、心より感謝申し上げます。
　今回も多くの方々にお越しいただき、議会情報の提供や皆さまとの意見交換を
行いたいと思いますので、是非とも皆様お誘い合わせのうえ、ご参加下さい。
　※開催内容などの詳細は、あらためてご案内いたします。



（７）

シリーズ　　「議 会 の お し ご と」  ①

○議会はどんな仕事をしているんだろう？難しい言葉が多くて分かりづらい…

　私たちの住む町の道路設置や管理、学校の運営、お年寄りや身体が不自由な人のための福祉施
策、こどもの医療費助成など、私たちの生活に身近な仕事をしている行政機関（地方公共団体）が
「野木町」です。

　こうした身近な問題は、自分たち自身で話し合い解決することが一番ですが、町民全員で話し
合うことは困難です。
　そこで、町民の代表者を選挙で選び、代表者たちで町の仕事やお金の使い方を決めることとし
ています。この決定機関を「町議会」と言います。

　議会は、３月、６月、９月、12月の年４回開催される「定例会」のほか、急を要する重要な案件を
審議する「臨時会」の２種類があります。

議会はいつ開催されるの？

　議会は町長から提案される町の仕事に関するルール（条例）やお金の使い方（予算）などの重要
な事案（議案）の良否を判断（議決）します。
　また、議場での話し合い（本会議）だけでは判断できない重要な問題は、常任委員会という組織
に付託し、議案内容を掘り下げて検討します。

議会で何を話し合うの？

　野木町議会には「総務経済常任委員会」と「文教民生常任委員会」という２つの常任委員会があ
り、各議員が分野ごとに分担し、本会議で付託を受けた議案の審議や町の仕事のあり方について
調査研究をする組織です。
　また、議会には常任委員会のほか、議会の運営や議会改革を検討する「議会運営委員会」という
組織もあります。

常任委員会は何をするところ？

　　議場には傍聴席が用意してあります。
　　役場本館３階の議会事務局で受付後に本会議を傍聴できますので、是非お越しください。

議場で本会議を見られるの？

ぼくたち・わたしたち（町民）

議　会 町　長

私たちの意見や
希望を出す

 選挙で選ぶ  選挙で選ぶ

町の仕事やお金の使い方を提案

提案内容（議案）を審議する

暮らしやすい
　まちづくり

議会は何をするところ？



体育の授業や部活動で飛躍的に体力増進を達成

小
中
学
生
の
体
力
、

運
動
能
力
の
実
態

に
つ
い
て

文
部
科
学
省
で
は
、

小
学
校
５
年
生
と

中
学
校
２
年
生
の
児
童
・

生
徒
全
員
を
対
象
に
、全

国
体
力
・
運
動
能
力
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
小
学
校
五
年
生
で
下

回
っ
て
い
た
多
く
の
項

目
に
お
い
て
中
学
生
で

は
、
全
国
、
栃
木
県
と
も

平
均
を
上
回
る
結
果
と

な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
の
体
力
、運
動

能
力
向
上
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

小
学
生
に
お
い
て

は
、基
本
的
な
生
活

習
慣
の
中
で
心
身
と
も

に
健
康
で
あ
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
、そ
の
考
え

の
も
と
で
の
体
力
づ
く

り
に
取
り
組
む
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

小
５
で
下
回
っ
て

い
た
握
力
と
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
投
げ
は
、中
２

で
上
回
っ
た
と
聞
き
ま

し
た
が
、
ど
の
程
度
上

回
っ
た
の
で
す
か
。

握
力
は
男
子
が
19

位
か
ら
３
位
に
、

女
子
は
24
位
か
ら
４
位

に
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

投
げ
は
、中
学
校
で
は
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
投
げ
に
変

わ
り
、
結
果
は
、
男
子
が

20
位
か
ら
１
位
、女
子
が

24
位
か
ら
２

位
に
な
り
ま

し
た
。ス

ポ
ー

ツ
推
進

の
課
題
と
そ

の
解
決
の
た

め
の
方
策
に

つ
い
て日

常
生

活
の
中

で
鍛
え
る
た

め
の
行
為
が

減
っ
て
き
た

た
め
、日
常
生
活
の
中
で

体
験
を
重
ね
て
い
く
こ

と
が
重
要
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

部
活
動
指
導
員
に

つ
い
て

部
活
動
指
導

員
は
、
校
長

の
監
督
の
も
と
単

独
で
技
術
指
導
や

生
徒
の
引
率
、
大

会
で
の
監
督
が
で

き
る
も
の
で
す
。

　
部
活
動
の
専
門

職
員
と
い
う
位
置

づ
け
に
な
る
わ
け

で
す
。

小泉　良一　議員

問答

子
供
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
に
つ
い
て
伺
う

  

幼
保
小
の
連
携
と
体
育
の
授
業
や
部
活
動
に
よ
り

伸
ば
し
て
い
き
た
い

6
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

質問事項
・子供たちのスポーツ推進につい   
　て
・生活保護について

問

問

問

答

答

答

答

問

問

答

（８）



針谷　武夫　議員

防災無線の充実を求める

外
国
人
観
光
客
の

受
け
入
れ
体
制
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

煉
瓦
窯
で
は
、ガ
イ

ド
案
内
と
し
て
、昨

年
か
ら
英
語
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
要
請
講
座

を
実
施
、受
け
入
れ
態
勢

の
強
化
を
図
っ
て

い
ま
す
。町
職
員

も
英
会
話
力
を
着

け
て
い
た
だ
く
よ
う

勉
強
会
を
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
国
際
交

流
の
場
で
あ
り
ま

す
。野
木
町
煉
瓦

窯
を
は
じ
め
、
野

木
町
の
良
さ
を
海
外
の

方
に
Ｐ
Ｒ
し
て
戴
く

チ
ャ
ン
ス
と
考
え
ま
す
。

特
に
煉
瓦
窯
は
ド
イ
ツ

人
の
設
計
者
ホ
フ
マ
ン

氏
と
の
関
係
か
ら
、ド
イ

ツ
の
方
を
野
木
町
に
訪

問
さ
せ
る
よ
う
な
考
え

は
あ
り
ま
す
か
。

ド
イ
ツ
と
の
交
流

と
い
う
こ
と
で
、ゆ

く
ゆ
く
は
友
好
都
市
と

い
う
よ
う
な
こ
と
も
視

野
に
入
れ
て
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。野
木
町
に

ド
イ
ツ
の
お
客
様
を
迎
え

ら
れ
る
と
言
え
る
こ
と
も

考
え
の
一
つ
で
す
。

　
交
流
事
業
の
一
つ
と

し
て
考
え
て
い
き
た
い
。

避
難
訓
練
時
の
放
送

が
明
確
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
原
因
は
何
か
。

防
災
無
線
の
設
置

数
を
計
画
的
に
設

置
す
る
と
と
も
に
、音
声

や
音
量
を
調
整
す
る
こ

と
で
、正
確
な
災
害
情
報

を
地
域
住
民
に
伝
達
出

来
る
よ
う
対
応
し
て
ま

い
り
ま
す
。

最
終
的
に
は
野
木

町
は
何
基
の
防
災

無
線
を
つ
け
れ
ば
ク
リ

ア
で
き
る
の
か
。

あ
と
10
基
程
度
は

必
要
に
な
る
ん
で

は
と
考
え
て
い
ま
す
。音

達
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
整
備
さ
せ
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。

町
民
の
災
害

に
対
す
る
自

助
努
力
と
防
災
無

線
と
の
関
わ
り

は
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の

か
。

災
害
時
に
は

「
自
助
」「
共

助
」「
公
助
」
が
互

い
に
連
携
し
被
害

を
最
小
限
に
食
い

止
め
る
こ
と
が
大
切
で

あ
り
、
自
助
は
、
自
分
の

身
は
自
分
の
努
力
に

よ
っ
て
守
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

問答

質問事項
・２０２０年東京オリンピック・
　パラリンピック開催への対応に
　ついて
・防災無線について

問問 答

答

問問 答

問 答答

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
た
観
光

戦
略
に
つ
い
て
伺
う

地
域
経
済
の
活
性
化
や
野
木
町
の
魅
力
を
広
く
発
信

し
て
い
く

議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

（９）



自由通路を活用した町の PRを！

今
年
２
月
に
、ほ
ぼ

全
線
開
通
し
た
圏

央
道
が
、本
町
に
及
ぼ
す

影
響
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

首
都
圏
や
成
田
空

港
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
性
の
向
上
に
よ
り
、企

業
の
進
出
や
観
光
客
の

増
加
に
一
層
弾
み
が
つ

き
、経
済
波
及
が
期
待
で

き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

圏
央
道
を
利
用
す

る
上
で
、圏
央
道
に

つ
な
が
る
新
４
号
国
道

へ
の
本
町
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
道
路
の
整
備
状
況

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

平
成
32
年
度
完
成

を
目
標
に
現
在
、

古
河
市
と
鋭
意
努
力
し

て
事
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
。町

の
玄
関
口
、野
木

駅
を
活
用
し
た
町

の
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
伺
い

ま
す
。

　
ま
ず
、駅
自
由
通
路
の

北
側
の
ガ
ラ
ス
窓
を
大

き
な
キ
ャ
ン
バ
ス
に
見

立
て
て
、野
木
町
を
代
表

す
る
レ
ン
ガ
窯
、ひ
ま
わ

り
、フ
ク
ロ
ウ
等
を
描
く

の
で
す
。

　
改
札
を
出
て
自
由
通

路
に
向
か
う
と
き
、一
目

で
野
木
町
を
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
な
絵
が
、視

界
に
入
る
の
は
、ど
う
で

し
ょ
う
か
？

　
ま
た
、役
場
本
館
入
口

に
あ
る
よ
う
な
、本
町
で

生
産
さ
れ
る
工
業
製
品

や
特
産
品
、町
ブ
ラ
ン
ド

品
を
陳
列
す
る
コ
ー

ナ
ー
を
作
っ
て
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
？

今
後
、J
Ｒ
と
協
議

し
て
、検
討
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

毎
年
、本
県
の
福
田

知
事
は
、「
い
ち
ご

王
国
と
ち
ぎ
」の
国
王
と

称
し
て
、本
県
産
イ
チ
ゴ

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
長
も
町
の
特
産
品

の
ト
マ
ト
等
の
農
産
物

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を

行
っ
て
は
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？

野
木
町
の
農

業
を
売
り
出

す
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
研

究
し
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

ト
マ
ト
等
の

農
産
物
の
出

荷
包
装
資
材
に
町

の
ゆ
る
キ
ャ
ラ

「
の
ぎ
の
ん
」
を

印
刷
し
、
全
国
に

Ｐ
Ｒ
し
た
ら
ど
う

で
し
ょ
う
か
？

印
刷
し
て
、野
木
町

を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た

だ
く
と
い
う
の
も
非
常

に
結
構
な
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

問答

6
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

質問事項
・圏央道全線開通が本町に及ぼす
影響について
・町活性化のＰＲ活動について

問

問

問

問 答

答

答

問 答

答

折原　勝夫　議員

野
木
町
賛
歌
「
ふ
れ
あ
い
の
町
」
を
野
木
駅
の
発
車

メ
ロ
デ
ィ
ー
に
し
て
は
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

Ｊ
Ｒ
と
よ
く
協
議
し
て
、
費
用
等
を
含
め
今
後
検
討

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す

（10）



築70年になる野木町郷土資料館

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
の
実
施
方
法

と
町
民
意
見
に
対
す
る

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
は
、町
の
重
要

な
計
画
・
条
例
等
立
案

す
る
際
に
そ
の
内
容
を

公
表
し
、町
民
の
皆
様
か

ら
意
見
の
提
供
機
会
を

設
け
、寄
せ
ら
れ
た
意
見

を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら

最
終
的
な
意
思
決
定
を

行
う
と
と
も
に
、意
見
の

概
要
そ
れ
に
対
す
る
町

の
考
え
方
を
公
表
す
る

一
連
の
手
続
き
の
こ
と

で
す
。

　
実
施
の
流
れ
で
す
が
、

町
が
作
成
し
た
計
画
や

条
例
等
を
町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
公
開
し
、寄

せ
ら
れ
た
意
見
は
、計
画

等
の
立
案
に
反
映
さ
せ

る
形
で
修
正
す
る
場
合

や
、参
考
意
見
と
し
て
と

ど
め
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　
最
終
的
に
は
、す
べ
て

の
意
見
の
概
要
と
、そ
れ

に
対
す
る
町
の
考
え
方

及
び
案
の
修
正
内
容
等

を
公
表
し
ま
す
。

　
平
成
24
年
度
の
制
度

導
入
以
来
、現
在
ま
で
27

案
件
実
施
、
う
ち
17
件

の
案
件
に
つ
い
て
、延
べ

31
名
の
方
よ
り
３
２
３

件
の
意
見
を
い
た
だ
き
、

そ
の
う
ち
１
３
０
件
に

つ
い
て
は
加
筆
修
正
し

ま
し
た
。

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
実
施
方
法

と
集
計
結
果
の
施
策
へ

の
反
映
に
つ
い
て
。

包
括
的
な
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
と
し
て

は
、第
８
次
野
木
町
総
合

計
画
及
び
野
木
町
自
治
基

本
条
例
の
制
定
に
向
け

て
、
平
成
26
年
10
月
に
実

施
し
た
も
の
が
あ
り
ま

す
。

　
目
的
と
し
ま
し
て
、
町

民
が
町
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
施
策

や
事
業
の
展
開
を

望
ん
で
い
る
の
か
、

住
ま
い
の
地
区
の

課
題
や
実
情
、
ど

う
い
っ
た
施
策
に

参
画
し
、
活
動
し

て
い
き
た
い
か
な

ど
を
伺
い
、
総
合

計
画
及
び
自
治
基

本
条
例
の
策
定
内

容
に
反
映
し
て
い

く
目
的
で
実
施
し

ま
し
た
。

　
結
果
的
に
は
三
千
件

抽
出
し
千
百
九
十
八
件

の
回
答
を
い
た
だ
き
、
回

収
率
は
40
・
04
％
で
し

た
。

問答

質問事項
・町の施策に対する町民の意識調査
　について

問

問

答

答

坂口　進治　議員

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
方
法
と
町
民
意
見
に

対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

町
が
作
成
し
た
計
画
や
条
例
等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
意
見
は
計
画
等
に
反
映
さ
せ
る

議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
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今年度より独自実施している水防訓練

住
民
に
対
す
る
防

災
知
識
の
普
及
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
民
の
防
災
知
識

向
上
の
た
め
、国
や

県
の
協
力
を
得
て
、「
防

災
講
座
」
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。

　
自
主
防
災
組
織
の
設

立
に
つ
い
て
、
引
き
続
き

支
援
体
制
を
整
え
て
い

き
た
い
。

　
全
町
避
難
訓
練
に
つ

い
て
も
実
施
内
容
を
十

分
検
討
し
、
充
実
さ
せ
、

避
難
体
制
の
整
備
、
町
民

へ
の
啓
発
に
努
め
て
い

き
た
い
。

5
月
は
水
防
月
間

で
す
。町
が
取
り
組

ん
だ
講
演
会
、
イ
ベ
ン
ト

等
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

水
防
関

係
の
イ

ベ
ン
ト
は
、実

施
し
て
い
な

い
。６
月
号
の

広
報
で
、カ
ス

リ
ー
ン
台
風

70
周
年
の
洪

水
等
に
対
す

る
心
構
え
の

啓
発
を
行
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、今
年

度
か
ら
は
、野

木
町
独
自
で

水
防
訓
練
を

行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

6
月
中
に
実
施
す
る
予

定
で
す
。

野
木
町
の
「
浸
水
想

定
地
域
」
に
お
け
る

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。

国
土
交
通
省
の
新

た
な
情
報
に
従
い
、

速
や
か
に
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
改
訂
し
、
町

民
に
周
知
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
松
原
大
橋
北
側
、
逆
川

河
岸
付
近
に
、Ｃ
Ｃ
Ｔ
Ｖ

水
位
計
測
シ
ス
テ
ム
を

整
備
し
、
水
位
を
ラ
イ
ブ

映
像
で
監
視
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
町
で
も
川
西
地
区
防

災
拠
点
整
備
に
係
る
測

量
業
務
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
国
と
協
議
し
て
、
こ
の

整
備
に
当
た
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
逆
川
排
水
機
場
に
つ

い
て
は
、
雨
水
ポ

ン
プ
エ
ン
ジ
ン
改

修
を
今
年
度
３
台

す
べ
て
終
了
し
ま

す
。

　
今
後
の
改
修
計

画
各
々
の
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

計
画
を
平
成
30
年

度
中
に
ま
と
め
、

次
年
度
以
降
、
整

備
計
画
を
決
定
し

た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

問答

6
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

質問事項
・地域防災について
・ボランティア活動とコミュニティー
　ビジネス活動による野木町の活性化
　について

問

問

問

答

答

答

野本　新一　議員

浸
水
想
定
地
域
に
お
け
る
対
策
等
、
教
訓
を
生
か
し
た

「
こ
れ
か
ら
の
地
域
防
災
」
に
つ
い
て

川
西
地
区
の
防
災
拠
点
整
備
、
思
川
左
岸
の
堤
防
築
堤
、

思
川
の
掘
削
等
、
国
土
交
通
省
に
要
望
し
て
い
る
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柿沼　守　議員

野木駅西口レンタサイクルの活用

平
成
29
年
度
予
算
、

公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
策
定
業
務
委
託

料
１
６
５
０
万
円
の
内

容
に
つ
い
て
。

平
成
29
年
度
の
予

備
調
査
は
、対
象
と

な
る
公
園
施
設
を
現
地

で
公
園
施
設
の
利
用
状

況
、劣
化
や
損
傷
の
状
況

把
握
を
し
ま
す
。

公
園
施
設
長
寿
命

化
計
画
は
、業
者
任

せ
に
し
な
い
で
、公
園
の

設
備
状
況
を
熟
知
し
て

い
る
職
員
の
英
知
を
結

集
し
て
、こ
の
計
画
書
作

成
に
当
た
れ
ば
１
６
５

０
万
円
の
予
算
が
大
幅

に
縮
減
で
き
る
と
思
う

が
如
何
。

契
約
さ
れ
た
業
者

と
職
員
で
密
な
打

ち
合
わ
せ
を
行
い
、よ
り

良
い
計
画
書
作
成
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
山
市
で
は
、平
成

23
年
度
に
１
５
９
ヵ

所
の
公
園
で
、設
計
委
託

料
予
備
調
査
予
算
、１
４

３
０
万
円
が
決
算
は

12
％
の
１
７
０
万
円
で

完
了
し
て
い
ま
す
。参
考

に
す
べ
き
で
す
。

　

丸
林
中
央
公
園
の
整

備
に
つ
い
て
、地
元
の
意

見
を
取
り
入
れ
る
委
員

会
方
式
を
提
案
し
ま
す
。

庁
舎
内
部
に
緑
の

再
生
計
画
検
討
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。今
後

の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

「
自
転
車
活
用
推
進

法
」が
成
立
し
ま
し

た
。

　

自
転
車
を
よ
り
一
層

利
用
し
易
く
す
る「
自
転

車
の
ま
ち
・
の
ぎ
」の
推

進
に
つ
い
て
。

「
自
転
車
活
用
推
進

法
」の
理
念
に
の
っ

と
り
、野
木
町
に
あ
っ
た

自
転
車
を
活
用
し
た
健

康
づ
く
り
の
一
環
と
し

て
普
及
啓
発
し
ま
す
。

自
転
車
が
利
用
し

易
い
、段
差
凸
凹
の

な
い
道
路
、自
転
車
道
整

備
に
つ
い
て
。

新
設
道
路
や

改
良
道
路
に

財
政
措
置
が
あ
る

の
で
、
自
転
車
が

利
用
し
易
い
安
全

な
道
路
づ
く
り
を

検
討
し
ま
す
。

高
齢
者
の
自

動
車
免
許
証

返
納
者
に
支
援
策

と
し
て
、
電
動
ア

シ
ス
ト
自
転
車
購

入
費
用
の
補
助
を

し
て
は
ど
う
で
す
か
。

道
路
環
境
の
整
備

を
考
慮
し
な
が
ら
、

調
査
研
究
し
た
い
。

問答

質問事項
・公園施設長寿命化計画について
・昨年末「自転車活用推進法」が成立
　しました。自転車をより一層利用
　し易くする、「自転車のまち」につ
　いて

問

問問

問

問

問 答

答

答

答

答

答

平
成
29
年
度
予
算
、
公
園
施
設
長
寿
命
化
計
画
策
定

業
務
委
託
料
１
６
５
０
万
円
に
つ
い
て
伺
う

29
年
度
に
予
備
調
査
及
び
健
全
度
調
査
、
緊
急
度
の

判
定
業
務
を
実
施
、
策
定
は
30
年
度
に
行
う

議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。
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緊急通報装置の普及推進を求む

緊
急
通
報
装
置
の

稼
働
状
況
を
伺
い

ま
す
。65

歳
以
上
の
ひ
と

り
暮
ら
し
及
び
高

齢
者
の
み
の
世
帯
並
び

に
日
中
独
居
老
人
の
方

が
対
象
に
、緊
急
通
報
装

置
を
貸
与
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
３
月
末
現

在
で
、１
４
５
台
稼
働
し

て
い
ま
す
。

緊
急
ボ
タ
ン
で
通

報
さ
れ
た
、
救
急

車
の
出
動
回
数
と
介
護

や
健
康
に
関
す
る
相
談

件
数
を
伺
い
ま
す
。

平
成
28
年
度
の
通

報
受
信
は
延
べ
２
８

４
件
、救
急
車
の
対
応
は

８
件
、相
談
件
数
は
59
件
。

　

必
ず
、月
１
回
の
安
否

確
認
が
行
わ
れ
ま
す
。

今
後
、
緊
急
通
報

装
置
が
必
要
な
高

齢
者
が
増
え

る
の
で
、
普

及
推
進
の
取

り
組
み
を
伺

い
ま
す
。

緊
急
通

報
装
置

に
実
際
触
れ

て
操
作
す
る

こ
と
で
、
本

体
の
実
用
性

を
実
感
し
て

も
ら
い
、
拡

大
に
努
め
ま

す
。

普
及
推
進
策
と
し

て
、設
置
費
の
無
償

化
。

　

さ
ら
に
、重
度
身
体
障

が
い
者
の
方
も
対
象
者

に
な
る
よ
う
、制
度
の
見

直
し
を
求
め
ま
す
。

今
後
、高
齢
者
等
に

優
し
い
ま
ち
づ
く

り
を
促
進
す
る
た
め
、緊

急
通
報
装
置
の
利
用
者

拡
大
を
図
り
ま
す
。さ
ら

に
、町
の
安
全
体
制
の
確

保
の
た
め
に
も
、来
年
度

は
設
置
費
の
自
己
負
担

１
０
８
０
円
の
無
償
化

を
検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、対
象
者
は
現
在

の
高
齢
者
の
み
で
な
く
、

重
度
身
体
障
が
い
者
の

方
も
考
え
ま
す
。

乳
幼
児
の
事
故
予

防
策
と
し
て
、「
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
ジ
オ
ラ
マ
」

の
設
置
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、歯
ブ
ラ
シ
を
口

に
く
わ
え
た
ま
ま
転
倒

し
て
も
喉
の
奥
に
刺
さ

ら
な
い
、「
曲
が

る
歯
ブ
ラ
シ
」
の

配
布
を
提
案
し
ま

す
。「

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
ジ
オ
ラ
マ
」

は
、野
木
町
総
合
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

内
の
配
置
計
画
等

を
調
整
し
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

　

ま
た
、１
歳
６
ヶ
月
健

診
時
の
安
全
な「
曲
が
る

ハ
ブ
ラ
シ
」の
プ
レ
ゼ
ン

ト
は
、検
討
課
題
と
し
ま

す
。

問答

6
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

質問事項
・高齢者の日常生活の見守り体制
　について
・認知症の徘徊対策について
・乳幼児の家庭内事故対策について

問

問

問

問

問 答

答

答

答

答

松本　光司　議員

緊
急
通
報
装
置
の
普
及
推
進
策
と
し
て
、
制
度
の

見
直
し
を
求
め
ま
す

設
置
費
の
無
償
化
を
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
対
象
者

は
重
度
身
体
障
が
い
者
の
方
も
考
え
ま
す
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解体・撤去される野木町公民館望楼

公
民
館
改
修
工
事

と
望
楼
解
体
工
事

に
つ
い
て

29
年
度
の
望
楼
解

体
工
事
は
、
ワ
イ

ヤ
ー
ソ
ー
イ
ン
グ
工
法

１
４
７
カ
ッ
ト
、発
生
材

処
分
１
０
９
・
５
㎥
と

解
体
部
補
修
で
あ
る
。

　

30
年
度
の
屋
上
防
水

工
事
は
、塩
化
ビ
ニ
ー
ル

シ
ー
ト
厚
さ
1.5
㎜
、１
２

５
０
㎡
を
施
工
す
る
。

　

31
年
度
の
公
民
館
内

外
部
改
修
工
事
は
、外
壁

の
ひ
び
割
れ
補
修
と
外

壁
洗
浄
１
７
５
６
㎡
。各

室
の
ひ
び
割
れ
補
修
と

洋
式
ト
イ
レ
化
で
す
。追

加
協
議
で
、ト
イ
レ
・
調

理
室
床
を
ド
ラ
イ
式
に

し
、授
乳
室
を
設
置
し
ま

す
。

町
は
、26
年
８
月
の

全
協
で
、望
楼
解
体

工
法
に
つ
い
て
３
案
を

示
し
、最
良
の
工
法
の
概

算
工
事
費
を
２
千
万
円

と
説
明
し
た
は
ず
で
す
。

２
千
万
円
は
直
接

工
事
費
の
み
で
、仮

設
費
、
処
分
費
、
経
費
等

は
含
ま
れ
て
い
ま

せ
ん
。諸

々
の
間
接

経
費
を
含
ま

な
い
『
概
算
工
事

費
』
は
あ
り
え
ま

せ
ん
。

福
岡
県
飯
塚
市
は

26
年
度
に
高
さ
が

野
木
町
望
楼
の
２

倍
の
27
ｍ
、
面
積

は
50
倍
の
望
楼
が

そ
び
え
る
庁
舎
の

解
体
工
事
を
実
施
。予
定

価
格
で
４
６
５
０
万
円
、

契
約
額
は
３
９
０
０
万

円
で
し
た
。

　

茨
城
県
常
総
市
は
23

年
度
に
、
野
木
町
公
民

館
と
同
規
模
の
庁
舎
と

望
楼
の
解
体
工
事
を
実

施
し
ま
し
た
。頂
上
部
の

四
方
ガ
ラ
ス
張
り
の
展

望
室
の
撤
去
費
５
０
０

万
円
を
含
む
総
額
は
６

５
０
０
万
円
で
し
た
。

　

対
す
る
野
木
町
は
望

楼
解
体
だ
け
で
５
５
０

０
万
円
。血
税
を
無
駄
に

使
っ
て
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

ワ
イ
ヤ
ー
ソ
ー
イ
ン

グ
工
法
で
行
う
解
体
費

が
あ
っ
ち
こ
っ
ち
で
そ

ん
な
に
違
う
と
い
う
こ

と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

こ
う
い
う
こ
と
を
や
っ

て
い
て
い
い
の
で
し
ょ

う
か
。

　

町
は
、26
年
度
に
金
を

か
け
作
成
し
た
耐
震
計

画
を
自
ら
ご
み
箱

に
捨
て
た
よ
う
な

も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

福
岡
の
方
は

福
岡
の
方
の

実
状
も
あ
り
ま

す
。工
程
も
場
所

場
所
に
よ
っ
て
変

わ
っ
て
き
ま
す
。

今
回
、
国
監
査
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
う
い
う
こ
と
を

実
施
し
て
い
る
設
計
業

者
請
け
負
わ
せ
て
い
ま

す
。ご
理
解
を
。

問答

質問事項
・公民館改修工事及び望楼解体工事
　について

問

問

問

答

答

答

宮﨑 美知子 議員

飯
塚
市
の
望
楼
・
庁
舎
解
体
は
３
９
０
０
万
円
、望
楼

解
体
の
み
の
野
木
町
は
５
５
０
０
万
円　

高
す
ぎ
る

福
岡
の
方
は
福
岡
の
方
の
実
情
も
あ
る　

工
程
も
場

所
場
所
に
よ
っ
て
変
わ
っ
て
く
る　

ご
理
解
を

議
員
が
町
政
に
関
す
る
質
問
を
し
て
い
ま
す
。

（15）



山林を伐採して設置された太陽光パネル

野
木
町
は「
水
と
緑

と
人
の
和
で
う
る

お
い
の
あ
る
町
」
を
町
の

将
来
像
に
掲
げ
て
い
ま

す
。「
キ
ラ
リ
野
木
プ
ラ

ン
」
の
基
本
目
標
の
一
つ

に
も
な
っ
て
い
ま
す
。町

長
も
日
頃
か
ら
緑
を
守

る
こ
と
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
野
木
町
の
平
地
林

は
減
少
し
続
け
て
い
ま

す
。開
発
と
緑
を
守
る
こ

と
は
相
反
し
ま
す
。こ
の

現
状
を
踏
ま
え
、
緑
を
守

る
こ
と
に
つ
い
て
の
町

長
の
基
本
的
な
考
え
を

伺
い
ま
す
。

「
野
木
町
緑
の
基
本

計
画
」の
基
本
方
針

に
沿
っ
て
、
守
っ
て
い
く

べ
き
緑
は
き
ち
ん
と
守
り

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
工
業
団
地
の

造
成
や
太
陽
光
発
電
、
宅

地
開
発
も
進
ん
で
い
ま

す
。そ
の
よ
う
な
中
で
、

町
の
将
来
性
を
考
え
た

財
政
の
基
盤
づ
く
り
の

た
め
に
は
、
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
た
計
画
を
し
た
い
。

町
内
で
は
こ
の
３

年
間
で
約
６
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
平
地
林
が
伐

採
さ
れ
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

の
設
置
が
急
増
し
て
い

ま
す
。

　

栃
木
市
で
は
昨
年
の

９
月
議
会
で
、
古
河
市
で

は
今
年
に
な
っ
て
、
太
陽

光
発
電
設
置
に
関
す
る

条
例
を
制
定
し
て
い
ま

す
。

　

野
木
町
で
も
、

そ
の
対
応
策
を

考
え
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

自
然
環
境

と
し
て
重

要
な
平
地
林
を

少
し
で
も
多
く

残
し
て
い
く
た
め
に
、
太

陽
光
パ
ネ
ル
設
置
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て
、
近

隣
市
町
の
状
況
を
見
な

が
ら
、調
査
、研
究
、検
討

し
た
い
。

町
民
憲
章
で
も
町

は
緑
を
大
切
に
す

る
と
し
て
い
ま
す
。金
沢

市
で
は
「
緑
の
都
市
宣

言
」
を
議
決
し
て
い
ま

す
。野
木
町
で
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

非
常
に
よ
い
提
案

だ
と
思
う
の
で
、

「
緑
の
再
生
計
画
検
討
委

員
会
」
の
議
題
に
乗
せ
る

こ
と
も
考
え
ま
す
。

町
営
墓
地
の
工
事

が
ま
も
な
く
完
了

し
ま
す
が
、
当
初
の
計
画

と
大
き
く
変
わ
っ
た
墓

地
に
な
り
ま
し
た
。

　

修
正
動
議
や
堆
肥
セ

ン
タ
ー
の
解
体
、
南
側
か

ら
の
取
り
付
け
道
路
の

整
備
な
ど
、
外
観

も
含
め
、
当
初
イ

メ
ー
ジ
と
大
き
く

違
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

販
売
は
順
調
の

よ
う
で
す
が
、
町

は
そ
れ
を
ど
う
総

括
す
る
の
か
伺
い

ま
す
。全

体
的
な
総

括
と
し
て
は
、

皆
様
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
報
告
に
沿
っ

た
形
で
町
営
墓
地
が
整

備
さ
れ
、
多
く
の
町
民
に

利
用
い
た
だ
い
て
い
る

の
で
、
事
業
的
に
は
成
功

し
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

問答

6
月
定
例
会
に
お
け
る
一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
で
す
。（
質
問
・
答
弁
と
も
に
質
問
者
が
作
成
）

通告書による質問項目
・水と緑と人の和でうるおいのある町
　について

・町営墓地について

問

問

問

問

答

答

答

答

舘野　孝良　議員

「
水
と
緑
と
人
の
和
で
う
る
お
い
の
あ
る
町
」
に
つ
い
て
、

町
長
の
基
本
的
な
考
え
を
伺
う

緑
を
守
る
姿
勢
は
と
り
続
け
て
い
き
た
い

（16）
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特集 「政務活動費」
　議会議員は本会議（定例会や臨時会）、委員会活動などの議会としての組織活動以外に、
政策研究や議案審議のために必要な情報集などを議員個人が調査研究を行ないます。
　これらの活動経費を助成するために「政務活動費補助金」として町から活動補助を受け
ています。

議員活動として町の事務、地方行政等に関する調査研究（視察を含む）及び調査委託等に要
する経費です。

宮﨑美知子
眞瀬　薫正
小杉　史朗
舘野　孝良
長澤　晴男
柿沼　　守
坂口　進治
黒川　　広
折原　勝夫
野本　新一
鈴木　孝昌
松本　光司
針谷　武夫
小泉　良一

26,916
79,294
94,090
79,294
79,294
25,316
25,316
79,294
79,604
18,840
79,604
113,244
79,604
79,294

10,728

6,241

10,800

47,415

97,452
42,900
36,420
41,424
36,420
54,059
33,576
36,420
42,592
44,019

9,105
31,476
45,444

79,799

4,669

135,096
122,194
130,510
120,718
115,714
103,076
138,691
126,514
122,196
120,180
124,273
122,349
111,080
124,738

0
0
0
0

4,286
16,924

0
0
0
0
0
0

8,920
0

9,906

17,460

40,000

調査研修費 研修費 広報・広聴費 資料作成費 資料購入費 事務費 計 補助金返納額

政務活動費ってなぁに？

以下のような経費については、年額12万円を上限に政務活動費補助金の対象として助成さ
れます。

経費は町から補助されるの？

１名あたり月額１万円（年額12万円）を年度当初に一括交付されますが、充当金額（実績額）
が年額に満たない場合は、その差額を返納することとなります。

補助金はいくらなの？

調  査  研  修  費
研　    修    　費

広 報 ・ 広 聴 費

要請陳情等活動費 

会       議       費

資  料  作  成  費

資  料  購  入  費

事    務    所   費

事       務       費

人       件       費

： 議員が行う研修会、講演会等の実施（共同開催を含む。）に要する経費
： 団体等が開催する研修会（視察を含む。）、講演会等への議員及び議員の
雇用する職員の参加に要する経費      

： 議員が行う活動の広報・広聴活動に要する経費

： 議員が行う要請陳情活動、住民相談等の活動に要する経費

： ① 議員が行う各種会議、住民相談会等に要する経費

 ② 団体等が開催する意見交換会等各種会議への議員の参加に要する経費

： 議員が行う活動に必要な資料を作成するために要する経費

： 議員が行う活動のために必要な図書、資料等の購入、利用等に要する経費

： 議員が行う活動のために必要な事務所の設置及び管理に要する経費

： 議員が行う活動に係る事務の遂行に要する経費

： 議員が行う活動を補助する職員を雇用する経費

野木町議会議員政務活動費補助金実績一覧（平成28年度）
（単位：円）

※ 表内の合計額は補助金を充当した経費の実績で、充当していない経費を含みません。
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各議案に対する賛否（議長を除く）

（賛否の分かれた案件のみ記載しています。他の案件は全員賛成で可決されました。）

平成２９年６月定例会

平成２９年５月臨時会

４月　１日　第3回野木町さくらまつり
　　　２日　平成29年度野木町消防団辞令交付式
　　　３日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　 14日　議会全員協議会
５月　１日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　　９日　議会運営委員会、議会全員協議会
　　 17日　議会運営委員会、議会全員協議会
　　　　　　第２回野木町議会臨時会
　　 20日　野木町煉瓦窯1周年感謝祭
　　 23日　議会運営委員会
　　 26日　栃木県町村議会議長会正副会長会議
　　 30日　議会全員協議会
　　 31日　全国町村議会議長会議長副議長研修会
６月　５日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　　７日　第２回野木町議会定例会　（～6月１4日）
　　 23日　栃木県町村議長会議長会議・研修会
　　 25日　平成29年度野木町消防団夏季点検

4月～６月の活動記録

7月　3日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　 11日　長野県上田市議会視察対応
　　 12日　栃木県町村議会議員共済会代議員会
　　 19日　議会全員協議会
　　　　　　福島県小野町視察対応
　　 28日　ひまわりフェスティバル（～30日）
8月　2日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　　3日　栃木県議長会市町村トップセミナー
　　 28日　議会全員協議会
9月　4日　交通安全早朝街頭啓発活動
　　　7日　第４回野木町議会定例会（会期未定）

※活動予定は編集時現在の日程を記載しておりますので、
　変更・追加されることがあります。

7月～９月の活動予定

本会議を傍聴しませんか？
次回の定例会は9月 7日
から開催予定です。

主 な 議 会 ス ケ ジ ュ ー ル

《編集発行　議会だより編集委員会》

〒329-0195 栃木県下都賀郡野木町丸林571
TEL 0280-57-5106  FAX 0280-57-4190
E-mail:gikaijimukyoku@town.nogi.lg.jp

委員長  折原　勝夫　　副委員長  野本　新一
委　員  小杉　史朗　　委　　員  宮﨑美知子
委　員  坂口　進治　　委　　員  松本　光司

＊ 編 集 後 記 ＊
　新しい編集委員による新しい「議会だより」ができあが
りました。
　シリーズや特集、新たなページを加え、誌面に変化をつ
けてみました。
　「手にとってもらえる」「読んでもらえる」「親しみを
持ってもらえる」「町民の皆様と議会との架け橋となる一
冊を作りたい」。
　そんな思いでこれからも誌面づくりに挑戦して行きた
いと思います。
　皆様の「議会だより」に対するご意見ご感想をお待ちし
ております。

議会だより編集委員長　折原　勝夫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員

議案等

宮
﨑
美
知
子

×

○

○

○

×

○

○

×

○

○

×

○

○

○

○

○

○

×

×

○

×

○

×

○

○

×

○

○
×

○

○
×

○

○

×

○

○

×

○

眞
瀬
　
薫
正

小
杉
　
史
朗

舘
野
　
孝
良

長
澤
　
晴
男

柿
沼
　
　
守

坂
口
　
進
治

黒
川
　
　
広

折
原
　
勝
夫

野
本
　
新
一

松
本
　
光
司

針
谷
　
武
夫

小
泉
　
良
一

賛

成

反

対

採
決
結
果

野木町中小企業・小規模企業の振興に関する
条例の制定
県立高等学校入学選抜で再募集実施を求める
意見書採択・提出にかかわる陳情

野木町監査委員の選任につき同意を求めるこ
とについて

※表内の○は賛成、×は反対、△は離席による採決不参加

11

4

11

2

9

2

可決

不採択

可決
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